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「もっといいロータリークラブになろうよ」
2015-16年度 山形南ロータリークラブ会長方針

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2800世界への
プレゼントになろう

山形南ロータリークラブ会報

長沢　一好君

本日の一言

先週の日曜日、晴天の中
スポーツの秋で汗を流しました。
（和歌山国体少年
　　　　男子ソフトテニス３位）

バナー交換
熊本水前寺公園RC
森　裕子様

親睦活動委員会　関根　隆清 君
　10月の誕生日は菊地賀治君、高梨英吉君、
間木野仁美君の３名の皆さんです。

　ニコニコBOX　間木野仁美 君
鈴木　政康君　今月は結婚記念日です。ありがとうございます。
金子　靖二君　無事に社会奉仕終了いたしました。ありがとうございます。
寺﨑　利彦君　今月は結婚記念日です。ありがとうございます。
大久保章宏君　大阪ロータリークラブとコラボしてきました。
浅野　裕幸君　山形まるごとマラソン完走してきました。
長沢　一好君　山形県少年男子が和歌山国体ソフトテニスにて３位となりました。
菊池　賀治君　誕生日のお祝いありがとうございます。
齋藤　伸治君　本日、卓話致します。ありがとうございます。
真木野仁美君　誕生日のお祝いありがとうございます。

第2100回例会 2015-10／６（火）天気（晴れ）

　
１．10月１日付の山形新聞にも掲載されましたが、先週のALSチャリテイー
20周年記念例会では、みなさまからニコニコのご協力いただき、ありがと
うございました。ALS協会への入会申込み（１口4,000円）を、10月いっ
ぱい受付けますので、よろしくお願いいたします。
２．来週の例会は、10月24日㈯に振替変更になりますのでご注意ください。
次回の例会は、10月20日㈫ホテルキャッスルでの通常例会となります。
３．10月18日㈰市内７ロータリークラブ親善ゴルフコンペ（蔵王CC）が開
催されます。当クラブから、13名の方がエントリーしています。
４．10月28日㈬の秋の日帰り旅行（職場訪問例会）の参加申込み、今日まで
です。よろしくお願いします。
５．会員増強に関して、現在２名の新会員のご推薦をいただいております。ス
ポンサーは、鈴木会長と新野会員です。ありがとうございます。
６．10月のロータリーレートは、１ドル＝120円です。
　　本日例会終了後、理事会を開催します。理事の方は暫時お残りください。

幹 事 報 告 中村　　篤 幹事

会長挨拶 　皆さんこんにちは。先週は今年度の目
玉事業の１つでもあるALS支援20周年
記念を祝い、記念事業としての医療用
バッテリー贈呈と功労者へ記念品を配ら
せていただきました。翌々日の山形新聞
にも取り上げていただき私と川越事務局
長の写真を載せていただきました。勝手
ながら支援活動を継続する内容の挨拶を
してしまい新聞にも載ってしまいました
ので、次年度以降もご協力お願いいたし
ます。また、当日参加の皆様にはALS

協会への入会案内を配らせていただきました、是非多くの会
員様の入会をよろしくお願いいたします。
　さて今月も行事がたくさんあります。詳細は後ほど幹事から
報告あると思いますので割愛させていただきますが、曜日・
場所移動等気をつけていただきたいと思います。
　その中でも10/28㈬に予定しておりますトヨタ自動車東日
本宮城工場見学についてご紹介させていただきます。トヨタ

自動車東日本㈱という会社は2012年に関東自動車工業、セ
ントラル自動車、トヨタ自動車東北の３社が合併してできたト
ヨタ自動車の子会社になります。岩手県と宮城県の大衡村と
大和町、東富士に工場がありますが、今回お伺いするのは宮
城県大衡村にある宮城工場で本社もここにあり、元々はセント
ラル自動車宮城工場として2011年より稼働をはじめたトヨタ
最新の工場になります。ここではカローラアクシオ・フィール
ダーと先般発売になったシエンタを組み立てています。特にシ
エンタは大量のバックオーダーを抱え、今注文をしても来年２
～３月頃にしか納車できないフル稼働の状態にあります。また、
敷地内にはトヨタ東日本学園という訓練学校も併設されてお
り、今回の見学では学園の教室でガイダンスをしていただける
予定となっております。秋の旅行となっておりますが、工場見
学が終わるまでは飲酒は控えていただき、貴重な見学の機会
を有意義にお過ごしください。
　本日のお客様は、ビジターで熊本水前寺公園RCの森裕子様
とお試しでお出での柴田様です。

委員会報告

例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：石山　祐介 君
点　鐘：PM 12：30　鈴木　政康 会長 ロータリーソング：「国歌」「四つのテスト」



本日出席・前回修正出席
会員総数

本　　日
前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

他クラブで
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された会員

５２名
５２名

３４名
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※本日の結果は２週間後に報告
※修正は２週間前の結果報告
出席会員数÷算出会員数＝出席率
算出会員数とは?
　出席義務会員＋メイク免除会員の出席者
出席会員数とは?
　出席義務会員の出席者＋メイク免除会員の出席者＋メイク会員

（酒　田）大久保章宏
（大　阪）大久保章宏　　
（山形中央）関根　隆清
（山形北）鈴木　利明　  茨木　寛司　  伊勢　和正　  雛倉　拓史　  粟嶋　　学
（地　区）大久保章宏

会員卓話

　皆さん、こんにちは。本日は、例会の貴重なお時間を頂戴いたしま
して誠にありがとうございます。たくさんお時間を頂戴しております
ので、一生懸命お話させていただきます。
　私は、昭和50年４月８日に父、賢一と、山形市小白川出身の母、
治美の次男として生まれました。現在40歳です。青森出身の37歳の
妻と８歳になる双子の梨央と果央と１歳５ヶ月になる花奈の三姉妹の
５人家族で生活しております。
　小・中学校の頃は、一学年一クラスしかない学校でしたので、
100m11秒で足も逃げ足も早かった私は、リレーの選手や、マラソン
大会、スキー大会、バスケットボール大会では優勝するなど、運動ばっ
かりしていました。中学校に入ると部活は、野球部に所属しポジショ
ンはセカンドで５番バッターでした。もう少しで全国大会だったので
すが、残念ながら東北大会２位の成績で終わってしまいました。その
後、部活も終わり暇な時は、父に家の仕事を手伝えなど言われ、休み
の度に今では信じられませんが中学生の頃から作業着をきて、現場で
真っ黒になって舗装材を運んだり、ネコ（一輪車）で砂利を運んだり、
スコップで穴掘りをしていた事も思い出しました。東根は、今では人
口も伸びてきていて山形のモデルケースのようになっているように感
じますが、山形市の都会の学校へ電車通をする事が、ステータスだっ
たような気がします。そんなあこがれもあり、スポーツ大好き、勉強
も嫌いで、頭もよくない私は山形工業高校に入学しました。
　その後、仙台の建築設備専門学科がある短大を卒業し、修行先に
なる東京に本社がある日新設備株式会社に入社しました。山形市大野
目穂積にあります弊社の山形事業所は、以前、日新設備の山形営業
所があったところでもあります。
　職種は、建設業の中の管工事業にあたります。その中で、大きく分
けると衛生設備と空調設備とにわかれます。身近なところの衛生設備
ですと、毎日使用するトイレやお風呂です。空調設備は、このお部屋
でいいますと、天井の吹き出し口から温風や、冷風が出てきますが、
それらは、機械室にある温冷風をつくる機械から、天井裏にあるダク
トを通してでてきてます。私は、現場で仕事を覚えた１級の技術者で、
建物の空調や、衛生、スプリンクラーなどの消火設備、雪を消す融雪
設備など機械設備のシステムを設計、施工するという勉強をしてきま
した。
　今のわたしがあるのも、その先輩方、師匠と読んでおりますが、当時、
何度も泣かせられ厳しく教えていただいたおかげで今があるのだと
思っております。少しでも恩返しができるように今でも一緒に仕事さ
せていただいております。それから今年の７月20日で丁度15年が経
過しました。
　会社は、山形市穂積にフジ建設工業という山形本社と東根市おいし
い山形空港西側、臨空工業団地内に齋藤管工業という東根本社をお
いて、仙台、庄内には営業所を設置しまして４拠点で営業しております。
　基本理念『きもちは、まっすぐに。』を合言葉に私達の仕事は、町
中の見えないところをくねくねと走っています。目に見えるのはほんの
１割程度だと思います。
　株式会社齋藤管工業、フジ建設工業株式会社という会社を経営し
ており、昨年の４月より、父から社長を引き継ぎ私で２代目となります。
現在創業38年です。現在全社員45名で構成されています。
　業務内容は、修行先と同じく管工事業でこれまでの主な実績では、
一般住宅、ボイラー交換、工場のメンテナンスから、幼稚園や学校、
温泉や病院、県や市の工事、ジョインさんのセレモニーなどの工事な
どもやらせていただきました。
　また、建設業の中でも設備は、なかなか人気のない業種でもあり、
業界離れも深刻です。しかし、最近の自然災害などの取り巻く環境は、
年々悪化しており、防災という視点でも少しずつではありますが、業
界の必要性が見直されつつあるような気がします。
　次に、職業を通じた、つながり、わたしの、最近の近況をご紹介い
たします。これはあるプロジェクトの打ち合わせ風景と建設場所です。
なにもないところから仕事がはじまります。これはある施設のプロジェ

クトの模型です。この時は、東大出身の有名若手建築家と早稲田の
有名な建築家とのチームでした。わたくしは、はじめは機械設備の設
計施工でチームに参加したのですが、地元の人間がわたししかいない
という事もあり、地元との接点としての役割で、商工会青年部や、会
議所の若手との接点となる仕事も同時に携わりました。総勢40名弱
のプロジェクトチームで、建築の方、クリエイターの方など全国からな
んどもなんども山形に足を運び、地元の市民とふれあい、雪で遊んだ
り、一緒の時間を過ごす事で、このまちには、どういう人がいるのか、
誰のものなのかなどに時間をかけ設計していくというプロジェクト
チームで、通常は図面ができあがったところからのスタートなのです
が、地元の環境をふまえ設計したいという方々で、初めての経験をさ
せていただきました。
　このプロジェクトで知り合った方々も日本全国各地で、今もつながっ
ていますが、まちづくりで活躍もしていていろんな場所でのまちづく
りのお話を聞けたりもするので大変勉強になります。逆に、県外の方
からみた時、山形はこんなにいいとこなのに、魅力がないんじゃなく
てあるという事や、地元の人からみたら、魅力があるのに、山形はだ
めだと、魅力がないと言っていたりという事に気づかされたりしてい
ます。
　こんな事をきっかけに未来会議とういう団体の代表も努めておりま
す。未来会議では、一般市民と行政の方がメインでワークショップと
して意見交換会をしております。行政と市民が協働する会は、県内で
は、初めてだそうです。
　このような動きをしていると感じる事ですが、先輩方はワークショッ
プとか未来会議とは昔とは形違いますが、自分達のまちを盛り上げよ
うと、まちづくりをしながらお仕事もしてきている事もわかりました。
こうなったらいいなとか、昔みたいに、七日町を人でいっぱいにしたい
とか、温泉になんとか人をよんできたいとか。花火大会を街中でした
いとか。同じおもいで夢をもっていることもわかりましたし、昔のま
ちづくり失敗談なども聞く事もできています。最近では、私達若い世
代よりも、先輩方の方が熱いおもいをもっているような気がしてきて
います。先輩方がいる今のうちに、その地域の歴史を若い世代に伝え
られるように、それを地域の魅力にできるように、観光資源にできる
ように繰り返しおこなっています。このような考えを行動に移してきま
したら、最近では、市の地方創生会議からもお声がかかり、そちらに
も未来会議代表として出席させていただいており、先週山形新聞にも
写真がのっていましたが、現在東根第四次後期総合政策会議、地方
創生会議にも参加させていただいております。これからも山形は誰の
ものなのか、市民の若者の何割がまちの未来を考えているだろうか。
意見をもっている若者を一人でも増やせるように、仕事とは、また別
の方面からも繋いでいけたらなと思っております。
　最後に、この１年で南ロータリーに入会させていただき、人生の先
輩でもある南ロータリーの先輩方から、学んだ事を発表したいと思い
ます。一つ目は、ロータリーは、毎週１回必ず顔を合わせるので親戚
以上のお付き合いであるとわかりやすく教えていただきました。二つ
目は、自分の事より相手の事を考える事がロータリアンであるという
事を教えていただきました。三つ目は、あたり前かもしれませんが、
毎回、時間を守り休まず出席する姿勢です。とにかく真面目です。わ
たしのような品の欠片もない人間が、品性を高める為の努力をとるに
は、品性の高い方々と時間を共にする事だと教えられました。いろん
な会に入っておりますが、若い人だけの会も楽しくていいかもしれま
せんが、先輩方と一緒の会は、ロータリーのような会しかないと思い
ます。山形南ロータリークラブに入会し、毎週、品性の高い諸先輩方
と顔を合わせ、夜の親睦で、さまざまな人生経験からの、深いお話
を教えていただく機会があるわけですので、こんなに幸せな機会はな
いとも思っています。
　よって、われわれ若い世代も戦後の日本を支えてきてくださった品
性高い先輩方と時間を共有できるこの会にどんどん入会するべきだと
思います。若いわれわれ世代、下の世代は、その大切さに気づくべき
です。先輩方の一緒の会は、ロータリーしかないと思います。
　このような品性と高い先輩方と、同じ時間を過ごせます事が私は、
そんな先輩がたくさんいる南ロータリーに入会させていただき、ほん
とうに嬉しく思います。これまでお話させていただいた通り、これま
でお会いした方々、お世話になった恩師の方々への礼節を欠くことな
く、出会ったご縁にただまっすぐにを信じて生きていこうと思ってい
ます。
　そして、つなぐをキーワードにさまざまなつながりをいただいた事
に感謝し、私が先輩からやっていただいた事を、私より下の若い世代
へ、しっかりとつないで行きたいと思っています。
　短い時間ではありましたが、私のつまらない卓話を聞いていただき、
本日は誠にありがとうございました。私も１日も早く先輩のみなさんの
ようなロータリアンになれるよう精進いたします。今日は、貴重なお
時間をありがとうございました。

齋  藤  伸  治 君


